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当業界ではこれまで、郵政民営化を進めるに当たっては、巨大な郵便貯

金を民間金融システムに円滑に統合していくことが重要であり、そのため

には、「暗黙の政府保証」が残る間は、業務範囲の拡大は認められるべき

ではない旨を主張してまいりました。とりわけ、巨大な郵便貯金が貸出業

務に参入することになれば、地域金融に混乱を招き、地域経済に甚大な影

響を及ぼす懸念があります。  

こうした中、今般、民営化の推進・監視機能を担う「郵政民営化委員会」

が発足いたしましたが、国民経済的観点から、真に望ましい郵政民営化が

図られるためにも、同委員会の役割が極めて重要であると認識しておりま

す。同委員会におかれては、地域金融機関の意見にも十分配慮しつつ、く

れぐれも官の関与の下で郵便貯金が一層肥大化することのないよう、十分

なチェック機能を発揮していただくよう強く期待いたします。  

 

以 上  


